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請請
願願
・・
陳陳
情情

今
定
例
会
初
日
の
会
議
の
冒

頭
で
、
冨
山
議
長
か
ら
野
田
市

長
に
対
し
て
、「
私
か
ら
本
日
の

異
例
に
第
一
回
定
例
会
を
開
催

し
た
経
過
を
説
明
さ
せ
て
い
た

だ
く
。
今
定
例
会
は
二
十
二
年

度
の
当
初
予
算
な
ど
市
民
生
活

に
多
大
な
影
響
の
あ
る
重
要
議

案
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

定
例
会
で
あ
る
。

こ
の
重
要
な
議
案
の
審
議
に

つ
い
て
は
、
十
分
な
審
議
時
間

を
確
保
し
慎
重
に
審
議
す
る
た

め
、
一
月
の
早
い
時
期
か
ら
二

月
中
に
は
第
一
回
定
例
会
を
開

会
す
べ
く
日
程
調
整
を
し
て
き

た
。
し
か
し
、
二
月
五
日
の
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
小
委

員
会
が
開
催
さ
れ
る
直
前
、
市

民
生
活
部
よ
り
十
四
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
料
（
介
護
分
）

を
市
民
か
ら
過
大
徴
収
し
て
い

た
こ
と
の
説
明
が
あ
り
、
事
の

重
大
さ
か
ら
、
二
月
十
五
日
に

全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
市
長

か
ら
説
明
を
受
け
た
。
市
長
の

説
明
で
は
、
二
十
年
四
月
に
は

間
違
い
が
発
覚
し
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
公
表
せ
ず
、
な
お

二
年
近
く
も
隠
ぺ
い
し
、
さ
ら

に
大
き
な
問
題
に
発
展
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
べ
て
市

民
へ
の
重
大
な
背
信
行
為
で
あ

る
。

そ
の
後
、
代
表
者
会
議
、
議

会
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
議

会
と
し
て
こ
の
国
保
問
題
の
早

期
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
、

あ
ら
ゆ
る
指
摘
を
し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
市
長
は
記
者
会
見
で
、

と
り
す
ぎ
た
保
険
料
の
返
還
財

源
の
う
ち
、
そ
の
責
任
を
職
員

に
向
け
職
員
の
人
件
費
か
ら
工

面
す
る
と
発
表
し
て
い
る
が
、

い
ま
だ
議
会
に
は
何
ら
具
体
的

に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

も
市
当
局
は
速
や
か
に
議
会
に

対
応
せ
ず
時
間
が
経
過
し
、
国

保
会
計
当
初
予
算
へ
の
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
額
が
確
定
し
な

け
れ
ば
二
十
二
年
度
の
市
の
全

体
予
算
の
編
成
が
行
え
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
う
や
く
三

月
四
日
に
二
転
三
転
し
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
追
加

諮
問
す
る
始
末
で
あ
る
。

三
月
五
日
、
八
日
、
十
日
に

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
小

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
市

当
局
が
説
明
責
任
を
果
た
せ
な

い
た
め
、
昨
日
の
夜
、
諮
問
ど

お
り
の
答
申
が
出
さ
れ
ず
本
日

の
議
案
送
付
と
な
っ
て
い
る
こ

と
は
前
代
未
聞
で
あ
る
。
議
会

を
招
集
す
る
権
限
は
市
長
に
あ

る
。
予
算
の
提
案
権
も
市
長
の

権
限
で
あ
り
、
市
長
は
市
民
生

活
に
多
大
な
影
響
の
あ
る
当
初

予
算
を
編
成
し
議
会
へ
提
案
し

て
い
る
が
、
市
長
は
招
集
と
提

案
だ
け
で
は
余
り
に
無
責
任
で

あ
る
。

念
の
た
め
に
重
ね
て
申
し
上

げ
る
が
、
議
会
の
審
議
と
議
決

を
得
る
た
め
に
は
市
長
と
し
て

の
責
任
を
認
め
、
議
会
の
招
集

と
提
案
に
当
た
っ
て
は
市
長
と

し
て
議
会
に
的
確
に
対
応
し
説

明
す
る
責
任
が
あ
る
。
本
日
こ

の
状
況
を
見
て
、
二
十
年
の
議

員
経
験
の
あ
る
市
長
の
議
会
対

応
で
あ
る
と
は
到
底
想
像
が
つ

か
な
い
。

議
長
と
し
て
市
民
生
活
に
多

大
の
影
響
を
及
ぼ
す
二
十
二
年

度
当
初
予
算
等
の
議
案
は
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
議
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
今
ま
で
の
課

題
の
解
決
策
も
含
め
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
よ
う
求
め
、

議
会
開
会
の
た
め
の
調
整
も
進

め
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ

の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。

市
長
、
限
ら
れ
た
日
程
の
中

で
十
分
な
慎
重
審
議
が
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、今
定
例
会
は
、

市
民
生
活
に
影
響
の
あ
る
予
算

の
審
議
に
限
る
と
し
、
政
策
的

な
予
算
は
改
め
て
臨
時
議
会
を

開
催
し
、
議
会
の
慎
重
審
議
の

日
程
を
確
保
す
る
と
い
う
考
え

は
な
い
の
か
。
今
定
例
会
の
審

議
の
行
方
を
見
据
え
て
熟
慮
す

る
こ
と
を
強
く
求
め
て
お
く
。

ま
た
市
長
、
市
長
就
任
後
今

日
ま
で
の
議
会
へ
の
対
応
を
も

う
一
度
考
え
て
く
だ
さ
い
。
市

民
会
館
の
予
算
の
流
用
問
題
に

端
を
発
し
た
出
席
説
明
員
の
問

題
で
大
阪
府
知
事
に
審
査
申
し

立
て
を
し
た
り
、
第
四
回
定
例

会
を
招
集
し
な
か
っ
た
り
、
議

会
と
事
前
に
協
議
な
く
招
集
す

る
な
ど
そ
の
場
し
の
ぎ
の
議
会

対
応
を
重
ね
て
お
ら
れ
る
。
本

日
か
ら
の
限
ら
れ
た
日
程
の
中

で
慎
重
審
議
は
非
常
に
無
理
が

あ
る
と
全
員
が
認
め
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
る
。

十
二
月
議
会
は
ほ
ぼ
当
初
の

予
定
ど
お
り
に
終
了
し
た
経
過

も
あ
る
中
で
、
今
定
例
会
に
つ

い
て
も
私
と
協
力
し
、
早
く
か

ら
審
議
に
十
分
な
日
程
を
確
保

し
よ
う
と
調
整
し
て
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
市
長
は
何
を
考
え

て
い
る
の
か
。

ま
た
新
た
に
発
覚
し
た
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
不
正
利
用
や

指
定
管
理
者
制
度
の
課
題
だ
け

で
も
今
定
例
会
で
の
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
二
十
二
年
度
は
市

長
が
通
年
で
予
算
を
組
む
最
後

の
年
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
定
例
会
の
市
長
の
議
会
対
応

は
非
常
に
無
責
任
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
強
く
指
摘
し
て
お
く

と
と
も
に
、
今
後
、
議
会
対
応

を
的
確
に
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

求
め
て
お
く
」
と
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

当
日
は
、
三
月
十
一
日
か
ら

二
十
一
日
間
の
会
期
を
決
定
し
、

翌
十
二
日
に
は
、
日
程
の
決
定

と
市
長
よ
り
市
政
運
営
方
針
の

説
明
及
び
議
案
四
十
八
案
件
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
二
十
一
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
四
件
の
緊
急
議

案
に
つ
い
て
は
、
十
二
日
の
本

会
議
で
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
十
八
日
、
十
九
日
に
は

代
表
、
個
人
質
問
を
行
い
、
そ

の
後
、
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
所
管

の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
二
十

三
日
か
ら
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
保
険
料
（
介
護
分
）
を

誤
っ
て
と
り
す
ぎ
た
問
題
や
指

定
管
理
者
制
度
の
課
題
、
下
水

道
浸
水
対
策
事
業
の
問
題
な
ど
、

理
事
者
の
対
応
の
不
十
分
さ
か

ら
審
査
が
中
断
し
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
条

例
十
七
件
、
予
算
二
十
五
件
の

計
四
十
二
議
案
の
う
ち
条
例
四

件
が
否
決
、
二
十
二
年
度
の
一

般
会
計
は
約
九
億
六
千
万
円
を

減
額
修
正
の
う
え
可
決
。
そ
の

他
計
三
十
七
議
案
は
原
案
の
と

お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

十
九
年
度
一
般
会
計
決
算
認

定
の
件
ほ
か
計
二
十
九
件
の
決

算
認
定
議
案
は
国
保
問
題
に
よ

り
審
議
不
能
で
あ
る
こ
と
か
ら

審
議
未
了
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
「
公
平
委
員
会
委
員
」

ほ
か
四
件
の
人
事
案
件
に
つ
い

て
は
、
同
意
ま
た
は
異
議
な
い

旨
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

公
平
委
員
会
委
員

な
ど
の
選
任
に
同
意

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
人

事
案
件
は
、
次
の
方
に
決
ま
り

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

公
平
委
員
会
委
員

北
井

孝
彦

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員

石
津

良
行

財
産
区
管
理
委
員

清
水

登
�

中
村

功

北
川

忠
嗣

芝
開

實

澤
田

知
宏

西
川

洋
海

松
田

健
次

足
立

郁
夫

人
権
擁
護
委
員

妹
尾
紀
美
子

今
定
例
会
に
提
出
の
請
願
は
、

所
管
の
常
任
委
員
会
で
審
査
、

ま
た
陳
情
は
所
管
の
常
任
委
員

会
に
回
付
さ
れ
ま
し
た
。

◆
請
願
（
閉
会
中
の
継
続
審
査

と
な
っ
た
請
願
）

▼
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
公
費
助
成
を
求
め
る

請
願

◆
陳
情

▼
旧
東
大
阪
市
本
庁
舎
跡
地
利

用
に
つ
い
て

▼
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
公

費
助
成
に
つ
い
て

▼
旧
東
大
阪
市
本
庁
舎
跡
地
売

却
に
つ
い
て

▼
四
条
の
家
・
東
診
療
所
の
存

続
と
充
実
、
発
展
に
つ
い
て

今
定
例
会
の
経
過

（８）第１６５号東 大 阪 市 議 会 だ よ り平成２２年５月１日


